
伝統・匠の技を見せる
八女福島仏壇仏具協同組合による仏壇供養祭が10月27日㈭、八女伝統工芸館敷地内の仏壇記
念碑前で行われました。これは役目を終えた仏壇に感謝し供養するため同組合が毎年開いているも
ので、今年は市内外から13基の仏壇や仏具が寄せられました。
また、この日は国指定伝統工芸品である「八女福島仏壇」をＰＲしようと、同館で仏壇の解体・組
み立て作業、漆塗りや蒔絵描き等の実演が行われました。組合の鶴信行理事長は、「熟練した職人
による匠の技を見ていただき、八女の仏壇の良さを多くの方々に知って欲しい」と話していました。

第50回八女市表彰式典
平成28年度　八女市教育の日
なぜなぜ人権
年末年始の「ごみ収集」と「し尿くみ取り」
まちのわだい

2
3

4～5
6

12～15

【今月の主な内容】
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八
女
市
表
彰
式
典
が
10
月
26
日
㈬
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル
で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
市
政
功
労
者

11
人
と
善
行
篤
志
者
２
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◦
教
育
長

▽
西
島 

民
生
（
立
花
町
谷
川
）

　
多
年
に
わ
た
り
教
育
長
と
し

て
教
育
行
政
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

◦
保
護
司

▽
松
尾 

憲
謙
（
立
花
町
白
木
）

▽
中
村 

和
代（
立
花
町
上
辺
春
）

　
多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し

て
更
生
保
護
の
充
実
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

◦
消
防
団

▽
故 

松
延 
英
博
（
今
福
）

　
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
長
と

し
て
地
域
防
災
と
市
民
の
安
全

安
心
を
図
り
消
防
団
の
育
成
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◦
生
活
保
護
法
施
行
関
係
嘱
託

医▽
山
田 

宏
平
（
本
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
生
活
保
護
法

施
行
関
係
嘱
託
医
と
し
て
福
祉

行
政
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◦
民
生
委
員
児
童
委
員

▽
山
口 

昌
世
（
矢
部
村
北
矢
部
）

　
多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児

童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
増

進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◦
文
化
財
専
門
委
員

▽
佐
田 

茂
（
福
岡
市
南
区
）

　
多
年
に
わ
た
り
文
化
財
専
門

委
員
と
し
て
文
化
財
の
保
護
行

政
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◦
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

▽
栗
原 

裕
典（
矢
部
村
北
矢
部
）

　
多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◦
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

役
員

▽
樋
口 

重
太
（
酒
井
田
）

　
多
年
に
わ
た
り
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
役
員
と
し
て
青

少
年
健
全
育
成
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

◦
一
般
財
団
法
人　

八
女
伝
統

工
芸
館
理
事
長

▽
山
口 

昇
（
本
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
一
般
財
団
法

人
八
女
伝
統
工
芸
館
理
事
長
と

し
て
伝
統
工
芸
産
業
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◦
八
女
市
商
工
会
会
長

▽
堀
川 

義
正（
矢
部
村
北
矢
部
）

　
多
年
に
わ
た
り
八
女
市
商
工

会
会
長
と
し
て
商
工
業
の
振
興

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▽
永
松 

晃
（
大
阪
府
阪
南
市
）

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育

お
よ
び
少
子
化
対
策
の
た
め
多

額
の
資
金
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

▽
堤 

猛
（
福
岡
市
博
多
区
）

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育

振
興
の
た
め
多
額
の
資
金
を
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

市
政
功
労
者
・
善
行

篤
志
者
13
人
を
表
彰

第50回
八女市

表彰式典

◆
市
政
功
労
者

◆
善
行
篤
志
者
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八
女
を
愛
し
ふ
る
さ
と

に
誇
り
を
持
つ

子
ど
も
た
ち
を
育
む

平成28年度 八女市教育の日

①吹奏楽演奏【見崎中学校ブラスバン
ド部】「アロハ・エ・コモ・マイ」、「島唄」
を披露。②中学生の主張（弁論）【矢部
中学校２年坂井禎宗さん】「今の僕にでき
ること」というテーマで発表。③「八女ふ
る里学」学習【川崎小学校６年生】「童
男山ふすべ」の紙芝居の様子。④「八女
ふる里学」学習【上妻小学校６年生】八
女市の教育の礎を築いた高山畏斎先生の
劇を行いました。⑤広島市平和学習事業

【市内中学生代表】平和事業の一環とし
て、各市立中学校代表を被爆地広島に派
遣。学んだこと、感じたことを発表しました。
⑥韓国巨済市文化交流事業【市内中学生
代表】15 人の代表が今回初めてとなった

「文化交流」の様子を発表しました。

  

八
女
市
で
は
市
制
50
周
年
を
機
と
し
て
、平
成
16
年
に
「
八
女
市
教
育
の
日
」

を
条
例
で
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
八
女
市
民
の
教
育
に
対
す
る
関
心
と
理

解
を
深
め
、
本
市
教
育
の
充
実
と
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
持
つ
子
ど
も
た
ち
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　 「
八
女
市
教
育
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
が
11
月
5
日
㈯
、

お
り
な
す
八
女
で
あ
り
ま
し
た
。三
田
村
市
長
は
、「
感

受
性
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
に
は
、
学
力
も
当
然
大
切

で
す
が
、
小
中
学
校
の
こ
の
時
期
に
様
々
な
体
験
を

重
ね
さ
せ
、
思
い
出
や
仲
間
を
作
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の

か
を
模
索
し
な
が
ら
、
今
後
も
様
々
な
事
業
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
文
化
発
表
会
で
は
市
内
の
小
中
学
生
が
、
吹
奏
楽

の
演
奏
、中
学
生
の
主
張
（
弁
論
）、「
八
女
ふ
る
里
学
」

学
習
、
広
島
市
平
和
学
習
事
業
、
韓
国
巨
済
市
文

化
交
流
事
業
等
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
頃
の
学
び
の
成
果
を
一
生
懸
命
に
発
表
す
る
子

ど
も
た
ち
の
姿
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

①

② ①

環
境
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
を
表
彰

　

教
育
の
日
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
平
成
28
年
度
環

境
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
・
入
選
者

の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
最
優
秀
賞
＝
鶴
娃
俐
（
筑
南
小
５
年
）
▽
優

秀
賞
＝
入
江
真
依
（
筑
南
小
５
年
）、
大
津
小

夏
海（
川
崎
小
６
年
）▽
入
選
＝
有
留
虎
珀（
黒

木
小
４
年
）、
柴
尾
健
巳
朗
（
黒
木
小
５
年
）、

中
尾
莉
瑠
（
黒
木
西
小
６
年
）　

⑤

③

④

⑥
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なぜ
なぜ

人
権
― 

か
け
が
え
の
な
い
命
が
輝
く
ま
ち
を
め
ざ
し
て
―

■ 

問
い
合
わ
せ
＝
人
権
・
同
和
教
育
課
（
☎
２
３・２
０
７
４
）

　
２
０
１
４
年
、
日
本
は
し
ょ
う
が
い

者
に
関
す
る
世
界
で
初
め
て
の
国
際
条

約
で
あ
る
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る

条
約
」
に
同
意
し
ま
し
た
。
こ
の
条
約

で
は
、

⃝
し
ょ
う
が
い
者
の
人
権
や
尊
厳
、
権
利

を
守
る
た
め
に
、
健
常
者
が
当
た
り
前

に
受
け
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
等
を
、
障
害
を

理
由
に
断
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
。

⃝

し
ょ
う
が
い
者
の
社
会
参
加
の
促
進
、

ま
た
条
約
が
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る

か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
。

等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
条
約
に
関
連
し
て
、
国
内
で
も

２
０
１
６
年
4
月
に
「
解
消
法
」
が
施

行
さ
れ
、
障
害
を
理
由
と
し
た
「
不
当

な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
」
と
「
し
ょ

う
が
い
者
へ
の
合
理
的
配
慮
の
提
供
を

行
う
こ
と
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。（
※

事
業
所
に
お
い
て
は
、
合
理
的
配
慮
の

提
供
は
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
）

  

解
消
法
で
は
、
段
差
が
あ
る
た
め
に

車
い
す
利
用
者
の
入
場
を
断
っ
た
り
、

係
員
に
手
話
が
で
き
る
者
が
い
な
い
た

め
に
聴
覚
し
ょ
う
が
い
者
の
手
続
き
を

断
っ
た
り
す
る
こ
と
等
を
、
不
当
な
差

別
的
取
り
扱
い
に
あ
た
る
と
し
て
禁
止

し
て
い
ま
す
。
簡
易
的
な
ス
ロ
ー
プ
を
設

置
し
た
り
、
筆
談
で
応
対
し
た
り
す
る

等
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
に
よ
っ
て
健

常
者
と
同
じ
よ
う
に
社
会
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
一
人

ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
応
対
を
す
る
こ
と

を「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」と
い
い
ま
す
。

健
常
者
も
支
援
が
欲
し
い
と
思
う
場
面

も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
障
害
が
あ
る
人

も
、
何
で
も
助
け
を
借
り
る
の
で
は
な

く
、
自
分
で
こ
こ
ま
で
は
が
ん
ば
り
た
い

と
い
う
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
支
援

の
仕
方
も
一
人
ひ
と
り
異
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
障
害
が
あ
る
た
め
に
社

会
へ
の
参
加
を
遠
慮
し
た
り
、
ま
た
画

一
的
な
対
応
で
、
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ

た
配
慮
が
さ
れ
な
か
っ
た
り
と
い
う
こ
と

が
、
社
会
の
中
で
当
た
り
前
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
健
常
者
で
あ
る

こ
と
を
前
提
と
し
た
今
の
社
会
の
あ
り

方
や
、
私
た
ち
の
意
識
を
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

 　

学
校
現
場
に
お
い
て
は
、
以
前
か
ら

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
づ
く

り
」
と
し
て
、
誰
に
と
っ
て
も
わ
か
り

や
す
い
授
業
を
行
う
こ
と
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
授
業
の
流
れ
が
一
目
で
わ
か

る
よ
う
な
黒
板
の
書
き
方
や
、
な
る
べ

く
イ
ラ
ス
ト
や
実
物
を
用
い
て
説
明
す

る
こ
と
は
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。

　

各
学
校
に
は
、
担
任
の
先
生
と
は
別

に
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
特
別

支
援
教
育
支
援
員
等
が
配
置
さ
れ
て
い

だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
すい
社
会
に

　

12
月
3
日
か
ら
9
日
ま
で
は
障
害
者
週
間
で
す
。
ま
た
本
年
4
月
に
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法
（
以
下
、
解
消
法
）
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど
う
関
わ
る
の
か
、
特
別
支
援
教
育
に
長
く
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
八
女
市
立
上

妻
小
学
校
、
鶴
欣
二
校
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い

上妻小学校　鶴校長
「気になることがあれば何でも相談してください」

イラストを使い、分かりやすく工夫された黒板

4

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
と
は
何

で
し
ょ
う
か

学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い

八女要約筆記の会あかり協力による筆談
ボードを、市役所窓口に設置しています
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ま
す
。
授
業
中
に
先
生
の
説
明
に
集
中

す
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
し
た
り
、

先
生
の
説
明
を
復
唱
し
て
再
確
認
を
行

う
学
習
支
援
や
、
休
み
時
間
か
ら
次
の

授
業
へ
の
切
り
替
え
を
促
す
日
常
生
活

上
の
支
援
、
健
康
・
安
全
確
保
、
暴
言
・

暴
力
の
防
止
や
保
護
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
通
常
の
学
級
に
在
籍
し
な
が

ら
、
週
に
数
時
間
だ
け
通
う
通
級
指
導

教
室
で
は
、
他
市
町
の
学
校
か
ら
も
子

ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
指

導
方
法
や
環
境
も
含
め
て
、
心
身
と
も

に
子
ど
も
の
発
達
の
た
め
に
一
番
よ
い

方
法
を
考
え
実
践
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
ら

れ
る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
に

な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
学
校
や
教
育
委
員

会
へ
気
軽
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

  

　
　

解
消
法
は
、
お
互
い
の
合
意
の
も
と

に
、
で
き
る
範
囲
で
相
手
の
望
む
支
援

を
提
供
し
、
助
け
合
う
社
会
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

が
お
互
い
さ
ま
の
気
持
ち
で
い
る
こ
と
、

ま
た
こ
う
す
れ
ば
も
っ
と
暮
ら
し
や
す

く
な
る
等
、
身
の
ま
わ
り
の
出
来
事
を

自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、
行
動
す
る

力
を
養
っ
て
い
け
ば
、
様
々
な
人
権
問

題
の
解
決
と
、
住
み
よ
い
八
女
市
づ
く

り
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
八
女
市
で
は
「
し
ょ
う
が
い
者
」
の

時
の
み
ひ
ら
が
な
表
記
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
心
が
け
て
お
き
た

い
こ
と
と
は

地区 氏　名 電話番号

八女市

古川　 正二 ２４・０２４８
古賀　 和詔 ３０・１１２０
江﨑  智香子 ２３・５３２９
川口　正子 ２３・１０７１
江﨑 美知恵 ２３・５３８３

上陽町
川 口   　悳 ５４・３２８９
松﨑　保元 ５４・２８７７

黒木町

秀徳  正吾 ４２・２８４３
那須野  信 ４２・０７７８

太郎良キヌ子 ４２・４１１６
茅島  ひさみ ２４・１５６３

立花町

大石　尚美 ３５・０９３９
原   順三郎 ３５・０６５４
平島　豊彦 ３７・０５６１
中尾　信幸 ３７・１００３

矢部村
引地　義治 ４７・２５４６
小森　清実 ４７・２７６４

星野村
渡辺　勝己 ５２・３０２１
森松　留美 ５２・２２２５

八女人権擁護委員（Ｈ28.12.1現在）

　

心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
、
家

庭
問
題
、い
じ
め
、
近
隣
問
題
、

女
性
の
Ｄ
Ｖ
問
題
、
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題
等
に
つ
い
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
14
日
㈬
13
時

～
16
時

◦
相
談
場
所
＝
八
女
市
社
会
福

祉
会
館
１
階
／
筑
後
市
中
央

公
民
館
２
階
談
話
室

◦
相
談
員
＝
八
女
人
権
擁
護
委

員◦
問
い
合
わ
せ
＝

▽
福
岡
法
務
局
八
女
支
局
総

務
課
（
☎
２
３
・
２
６
０
３
）

▽
事
務
局
（
☎
２
３
・
２
６
４

３
）

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
世
界
の

全
て
の
人
々
と
全
て
の
国
々
に
対
し

て
、
基
本
的
人
権
お
よ
び
自
由
を
尊

重
し
確
保
す
る
た
め
に
、
昭
和
23
年

12
月
10
日
の
第
３
回
国
連
総
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
法
務
省

お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
は
、
12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日

ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と

定
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
福
岡
法
務

局
お
よ
び
福
岡
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
人
権
週
間
に
ち
な
み

12
月
３
日
㈯
に
県
内
一
斉
無
料
電
話

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

  

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
、

悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
っ
た
ら
、
ど

ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
、一人
で
悩
ま

ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。
法
務
局
職
員

と
人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
12
月
３
日
㈯
９
時
～
17
時

◦
相
談
電
話
＝
＝
０
１
２
０
・
３
０

７
・
４
０
５
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
※

携
帯
電
話
か
ら
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
）

◦
平
日
の
相
談
窓
口
＝
８
時
30
分
～

17
時
15
分

▽
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

（
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０
）

▽
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

（
☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０
）

▽
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

《
第
68
回
人
権
週
間
お
よ
び

県
内
一
斉
無
料
電
話
相
談
》

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

「
女
性
の
た
め
の
相
談
所
」

広報やめ　2016.12.15

支援員が児童の学びをサポートします

八女要約筆記の会あかり協力による筆談
ボードを、市役所窓口に設置しています

障害者年シンボルマーク

障害者週間です

12月３日
 から９日は

共にいき、共に支えあう
地域を目指して

12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
は
「
人
権
週
間
」
で
す
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― 市の収集については、各地区の収集日をご確認ください ―

▼南筑後保健福祉環境事務所
（柳川本庁舎）
12月16日㈮～ 1月4日㈬まで

（ただし12月19日㈪、26日㈪を除く）
▼南筑後保健福祉環境事務所

（八女分庁舎）
12月27日㈫～ 1月15日㈰まで
◉問い合わせ＝同事務所

（☎0944・72・2163）

12
／
21
㈬

22
㈭

23
㈷

24
㈯

25
㈰

26
㈪

27
㈫

28
㈬

29
㈭

30
㈮

31
㈯

１
／
１
㈰

2
㈪

3
㈫

4
㈬

5
㈭

6
㈮

ごみ収集
燃えるごみ
（市収集）

黒
木
町
地
区
の
水

曜
収
集
地
区
の
み

○ × × × ○ ○
黒
木
町
地
区
の
水

曜
収
集
地
区
の
み

○ ○ × × × ×

黒
木
町
地
区
の
水

曜
収
集
地
区
の
み

○ ○

直接持ち込み
クリーンセンター
リサイクルプラザ

8時30分～ 16時45分
○ ○ × ×

○
昼
休
み
あ
り

※
１ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○

直接持ち込み
八女市環境センター

8時30分～ 16時45分
（12時～ 13時を除く）

○ ○ × × × ○ ○ ○
〇
15
時
ま
で　

※
2

〇
15
時
ま
で

※
2 × × × × ○ ○ ○

し尿くみ取り
12
／
21
㈬

22
㈭

23
㈷

24
㈯

25
㈰

26
㈪

27
㈫

28
㈬

29
㈭

30
㈮

31
㈯

１
／
１
㈰

2
㈪

3
㈫

4
㈬

5
㈭

6
㈮

◦八女市地区・立花町地区
◦星野村地区（椋谷 2 区・
星野地区・上郷地区）

○ ○ ×
※
午
前
中

× ○ ○ ○○
※
午
前
中

× × × ×
※
午
前
中

○ ○

◦黒木町・上陽町・矢部村
地区
◦星野村地区（小野地区・
椋谷1区）

○ ○ ○ × × ○ ○ ○○ × × × × × ××○

◉
問
い
合
わ
せ

▽
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

▽
黒
木
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
生

活
福
祉
係
（
☎
４
２
・
１
４
６
３
）

▽
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
生

活
福
祉
係
（
☎
２
３
・
４
９
３
３
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市

民
生
活
福
祉
係（
☎
５
４・２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市

民
生
活
福
祉
係（
☎
４
７・３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市

民
生
活
福
祉
係（
☎
５
２・３
１
１
３
）

年
末
年
始
の

「
ご
み
収
集
」と

「
し
尿
く
み
取
り
」

年
末
年
始
の
「
ご
み
収
集
」

と
「
し
尿
く
み
取
り
」
は

上
の
表
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
期

間
は
ご
み
の
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
、
交
通
事
情
な
ど
に
よ
り
収
集

時
間
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

収
集
後
の
ご
み
出
し
が
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。
年
末
の
ご
み

の
直
接
持
ち
込
み
は
混
雑
し
ま
す

の
で
、
時
間
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

年末年始の「犬・ねこの引き
取り業務」休止期間

ごみ収集

し尿くみ取り

【八女西部クリーンセンター・リサイクルプラザへの直接持ち込み】 
◦受け入れ時間は8時30分から16時45分までです。 
※1：ただし、12月25日㈰は12時から13時までは昼休みとなります。
※家庭から出された「不燃ごみ」の持ち込みは、搬入証明書が
あれば手数料が免除されます。環境課での搬入証明書発行は16
時まで。
※燃えるごみ・資源ごみの持ち込みは、搬入証明書は不要です
ので、直接持ち込んでください。
※ごみを直接持ち込む場合には、本人確認が必要ですので身分
証(免許証・保険証)をお持ちください。

【八女市環境センターへの直接持ち込み】
※2：12月29日㈭および30日㈮は、受け入れ時間が8時30分から

15時（12時から13時を除く）まで。
※不燃ごみの持ち込みは、搬入証明書があれば手数料が免除さ
れます。

【12月29日㈭および30日㈮の搬入証明書発行業務と問い合わせ先】
◦本庁環境課　8時30分～16時まで 
◦黒木支所市民生活福祉課 8時30分～14時30分まで

【搬入証明書とは】
不燃ごみを持ち込まれる方が「八女市の住民であること」「家庭から
出された物であること」を確認し証明するもので、本庁環境課およ
び各支所の市民生活福祉課で発行します。これにより八女西部クリー
ンセンターおよび八女市環境センターでの不燃ごみ処理手数料（10
㎏あたり200円）が免除されます。※店舗、事業所は対象になりません。

※年末年始はたいへん混雑することが予想されますので、し尿くみ取りの予約は、12 月9日㈮までに
くみ取り業者へお申し込みください。



広報やめ　2016.12.17

　

八
女
市
農
業
委
員
会
（
塚
本
ち

ゑ
子
会
長
）
で
は
、
農
業
者
の
老
後

の
生
活
の
安
定
と
、
福
祉
の
向
上
を

目
的
に
、
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
業
を

営
む
人
に
と
っ
て
大
変
有
利
な
制
度

で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
加
入
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
！

　

平
成
23
年
度
以
降
１
０
２
人
が

新
規
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

昨
年
度
の
新
規
加
入
者
数
に
つ
い
て

は
、
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
「
39

歳
以
下
の
目
標
達
成
度
合
い
全
国

第
３
位
」
の
表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

【
問
】
加
入
要
件
は
？

【
答
】　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
未
満
の
人
は
ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す
。

【
問
】
保
険
料
は
い
く
ら
？

【
答
】
保
険
料
の
額
は
月
２
万
円
か

ら
６
万
７
千
円
ま
で
の
間
な
ら
千
円

単
位
で
自
由
に
設
定
で
き
、
い
つ
で

も
変
更
で
き
ま
す
。

【
問
】
い
つ
ま
で
も
ら
え
る
の
？

【
答
】
終
身
年
金
で
生
涯
も
ら
え
ま

す
。
ま
た
、
万
が
一
80
歳
前
に
亡
く

な
っ
た
場
合
は
、
一
時
金
が
ご
遺
族

に
支
払
わ
れ
ま
す
。

【
問
】
有
利
な
点
は
？

【
答
】
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
認
定
農
業
者
な
ど
の

担
い
手
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人

に
は
保
険
料
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
へ
、
お
気
軽
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
は
加
入
率
全
国
第
３
位

農
業
者
年
金
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す

農業委員会からのお知らせ ◦問い合わせ＝農業委員会事務局（☎２３・２４０７）

　農業委員会では、農地法第 30 条の規定に基
づく農地パトロールを８月を中心に実施していま
す。その結果、新規の遊休農地の所有者等に対し、
農地法第 32 条の規定に基づき、農地利用意向調
査を行います。これは、１年以上耕作・管理され
ていないと見受けられる農業振興地域内の農地の
所有者等に対し、その農地の今後の農業上の利
用の意向について調査をするものです。調査では
①農地中間管理機構（福岡県農業振興推進機構）
に農地を貸し付ける　
②農地利用集積円滑化団体（ＪＡ福岡八女）によ
り受け手を探してもらう　
③自ら受け手を探して農地を貸し付ける　
④自ら耕作する
⑤その他
の内、いずれかを選択していただきます。
◦調査後の対応
　①、②の意向を示された場合、関係団体（機構・
ＪＡ）に対し、農業委員会が、その旨の通知をし
ます。③、④または無回答の場合、翌年の農地パ
トロールにより、遊休農地の状態かどうかを再度
確認し、耕作・管理されておらず、農地中間管理
事業規程に適合する場合は、農地中間管理機構
と協議すべき旨の勧告をします。勧告を受けた場
合は、翌年度から対象農地に係る固定資産税の
課税における評価の軽減措置が、適用されなくな
ります。なお、農地の貸付や譲渡を希望される場
合は、地元農業委員または農業委員会事務局ま
でご相談くださるようお願いします。

農地利用意向調査について

農
業
者
に
有
利
な

積
立
式
農
業
者
年
金
！

ご
存
知

で
す
か
？

　

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
、

1
年
の
最
後
を
締
め
く
く

る
師
走
は
、
何
か
と
慌
た

だ
し
い
時
季
で
す
。
年
末

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火

気
を
取
り
扱
う
機
会
が

増
え
、
気
ぜ
わ
し
さ
が
加

わ
り
、
例
年
こ
の
時
季
に

火
災
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
火
の
元
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
八
女
消
防
本
部

で
は
、
12
月
１
日
か
ら
31

日
ま
で
歳
末
火
災
予
防
運

動
を
実
施
し
ま
す
。
火
災

予
防
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

♥放送日時＝12月4日㈰
  12時57分～13時57分
♥放送番組＝RKB

「今日感テレビ日曜版SP」

　

ナ
イ
ナ
イ
お
見
合
い
大
作

戦
を
成
功
に
導
い
た
市
民
有

志
に
よ
る
「
チ
ー
ム
八
女
」

と
Ｒ
Ｋ
Ｂ
「
今
日
感
テ
レ
ビ
」

が
コ
ラ
ボ
し
て
、
お
見
合
い
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
！
女
性
と
の

出
会
い
に
悩
む
市
内
独
身
男

性
と
、
本
気
で
結
婚
し
た
い

女
性
の
集
団
お
見
合
を
皆
さ

ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

S http://rkb.jp/kyokansun/

恋
こい

勝
かつ

プロジェクト
～八女・秋の陣～

放送決定！

歳末火災予防運動 

火災予防に
ご協力をお願いします

八女消防本部



◦
柔
道（
10
月
９
日
／
総
合
体
育
館
）

紅
白
試
合
の
み

◦
剣
道
（
10
月
9
日
／
総
合
体
育
館

剣
道
場
）
▼
小
学
生
団
体
①
劒
志
館

②
光
友
道
場
▼
中
学
生
団
体
①
筑
南

中
学
校
②
上
陽
町
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

▼
小
学
３
年
以
下
①
中
村
太一（
上
陽
）

②
加
藤
諒
汰（
上
陽
）③
星
野
瑞
葵（
三

河
）
▼
小
学
３
年
①
中
島
蒼
葵
（
三

河
）②
原
聖（
八
女
）③
星
野
快
人（
三

河
）、
片
小
田
龍
慈
（
三
河
）
▼
小
学

４
年
①
赤
司
勇
織
（
劒
志
館
）
②
坂

田
光
ノ
介（
三
河
）③
牛
島
純（
長
峰
）、

大
藤
悠
希
（
八
女
）
▼
小
学
５
年
①

川
田
莉
生
（
八
女
）
②
松
﨑
士
道
（
三

河
）
③
深
町
拳
矢
（
光
友
）、黒
山
渚
咲

（
三
河
）▼
小
学
６
年
①
馬
場
壮
大（
劒

志
館
）
②
西
悠
莉
（
長
峰
）
③
大
塚

明
寛
（
劒
志
館
）、
赤
司
瑞
京
（
劒
志

館
）▼
中
学
１
年
①
平
永
吉
明（
上
陽
）

②
松
尾
李
伎(

福
島
）③
中
島
瑞
葵（
上

陽
）、
原
口
誓
男
（
上
陽
）
▼
中
学
２

年
①
河
野
未
侑
（
筑
南
）
②
萓
野
利

樹
（
筑
南
）
③
佐
藤
葉
津
樹
（
筑
南
）、

渡
邉
輝
（
福
島
）

◦
弓
道
（
10
月
９
日
／
八
女
市
弓
道

場
）
▼
競
射
的
［一般
］
①
青
木
俊一郎

②
山
口
博
光
③
永
石
富
重
▼
競
射
的

［
学
生
］
①
星
野
直
也
（
福
島
高
）
②

楠
夏
希
（
同
）
③
古
賀
暉
浩
（
八
女

農
）
▼
点
数
的
①
青
木
俊一郎
②
野
中

郁
也
③
川
崎
美
智
代

◦
野
球
（
10
月
９
日
～
16
日
／
岡
山

球
場
・
春
の
山
）
▼
小
学
生
①
光
友
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ー
②
ス
タ
ー
ズ
星
野
③
ふ
く
し

ま
明
訓
、
筑
南
カ
ー
ジ
ナル
ス

◦
バレ
ー
ボ
ー
ル
（
10
月
16
日
／
総
合

体
育
館
）
▼
家
庭
婦
人
①
長
峰
ブルッ

ク
ス
②
八
女
ク
ラ
ブ
③
東
山
、
城
島
フ

レッ
シュ

◦
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
10
月
23
日
／

福
島
高
校
）
▼一般
男
子
①
マ
リ
ー
ベル

②
サ
ン
セ
ッ
ト
③
ラ
イ
ズ
▼一般
女
子
①

ピ
ー
ス
②
福
島
高
校
③
八
女
学
院
高

校◦
サ
ッ
カ
ー
▼
社
会
人
（
10
月
９
日

／
桜
公
園
運
動
広
場
）
①
カ
ルマ
②
八

女
ク
ラ
ブ
③
公
立
八
女
総
合
病
院

◦
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
10
月
２
日
／
宮

野
公
園
周
辺
お
よ
び
矢
部
川
ろ
ま
ん
ロ

ー
ド
）
▼
３
㎞
マ
ラ
ソ
ン［
男
子
］
①
福

永
正
美
②
井
上
伸一③
大
坪
秀
隆
▼
３

㎞
マ
ラ
ソ
ン［
女
子
］
①
花
房
芳
子
②

牛
島
ト
モ
子
③
江
口
恵
美
子
▼
８
㎞
マ

ラ
ソ
ン［
男
子
］
①
松
本
博
②
隈
本
秀

勝
③
八
尋
幸
祐
▼
８
㎞
マ
ラ
ソ
ン［
女

子
］
①
花
房
芳
子
②
小
川
和
子
③
黒

川
利
子
▼
２
㎞
タ
イ
ム
申
告
①
久
枝
レ

イ
子
②
隈
本
秀
勝
③
黒
瀬
岩
男

◦
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
10
月
23
日
／
総
合

体
育
館
）
▼
Ｂ
級
男
子
①
松
尾
雅
也
・

山
下
洋
平
（
リ
プ
ト
ン
）
②
猿
渡
聡
・

西
川
智
喜
（
同
）
▼
Ｃ
級
男
子
①
田

中
秀
明
・
岡
崎
耕
平
（
チ
ー
ム
Ｄ
・
金

丸
倶
楽
部
）
②
大
塚
由
博
・是
永
育
洋

（
た
ま
ち
ゃ
ん
ず
）
▼
Ｄ
級
男
子
①
古

賀
大
輝
・
落
合
祐
季
（
明
星
中
）
②

野
田
翔
月
・
杉
本
朱
生
（
同
）
▼
Ｂ
級

女
子
①
眞
島
侑
希
・
池
園
奈
津
美
（
金

丸
倶
楽
部
・
チ
ー
ム
Ｄ
）
②
七
田
幸
恵
・

平
山
加
奈
（
リ
プ
ト
ン
）
▼
Ｃ
級
女
子

①
岡
村
阿
美
・
山
下
聡
子
（
金
丸
倶

楽
部
）
②
井
上
睦
子
・
山
口
幸
子
（
す

み
れ
・
福
島
ク
ラ
ブ
）
▼
Ｄ
級
女
子

①
田
中
希
咲
・
戸
嶋
彩
香
（
明
星
中
）

②
下
川
綾
・
丸
井
智
美
（
親
和
ク
ラ
ブ
）

▼
初
心
者
級
①
井
村
圭
・
渡
辺
拓
己

（
は
ね
丸
）
②
黒
瀬
日
菜
子
・
柏
原
南

（
明
星
中
）

◦
少
林
寺
拳
法
（
10
月
９
日
／
少
林

寺
拳
法
八
女
道
場
）▼
単
独
演
武［
年

少
低
学
年
］
①
松
竹
悠
希
②
河
口
昌

弓
子
・
草
場
優
太
▼
単
独
演
武
［
年

少
高
学
年
］
①
穴
井
誠
太
郎
②
江
口

明
里
・
井
樹
梨
▼
単
独
演
武
［
一
般
］

①
橋
本
大
輝
▼
組
演
武
［
年
少
低
学

年
］
①
松
竹
悠
希
・
草
場
優
太
▼
組

演
武［
年
少
高
学
年
］①
穴
井
誠
太
郎・

丸
山
英
展
②
山
口
竜
輝
・
貞
包
直
太

郎
／
山
口
泰
輝
・
江
上
悠
希

◦
ダ
ブ
ル
ス
テニス
（
10
月
９
日
／
八

女
市
庭
球
場
）
▼一般
男
子
①
金
納
公

太
朗
・
今
里
凛
多
②
浦
健
史
・
宮
原

智
行
③
隈
本
龍
・
西
園
凌
哉
▼一般
女

子
①
水
城
美
優・白
坂
美
佳（
八
女
高
）

②
篠
原
唯
花
・
田
中
さ
く
ら
（
同
）
③

服
部
夕
佳
里
・
服
部
未
来
（
ゴ
ー
ル
ド

八
女
・
八
女
高
）
▼
初
級
男
子
①
服

部
太
陽
・
高
橋
健
太
（
八
女
高
）
②

上
野
晴
彦
・
山
口
航
平
（
同
）
③
天
野

洸
大
・
永
松
友
映
（
西
短
附
高
）

◦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
11
月
11
日
／

桜
公
園
運
動
広
場
）
▼
①
田
代
さ
つ
き

（
長
野
）
②
牛
島
喜
一（
津
江
）
③
森

山
徳
次
（
広
川
）

◦
卓
球
（
10
月
９
日
／
総
合
体
育
館
）

【
ダ
ブ
ル
ス
】
▼
中
学
男
子
①
平
島
悠

宇
・
小
塩
湖
七
都
（
立
花
中
）
②
桝

永
光
希
・
川
崎
蒼
馬
（
同
）
③
井
上

裕
登
・
濱
崎
義
己
（
同
）、
古
賀
友
人
・

仲
涼
太
（
同
）
▼
中
学
女
子
①
堤
悠

莉
奈
・
堤
美
紅
（
黒
木
中
）
②
田
形

緋
音・柴
尾
祈
来
璃（
同
）③
田
中
千
尋・

山
口
愛
美
（
星
野
中
）、
田
中
瑞
穂
・

松
尾
優
那
（
筑
南
中
）
▼一般
男
子
①

牛
島
翔
吾
・
野
中
寿(

フ
レッ
シュ
）
②

石
崎
翔
太
・
橋
本
祥
貴
（
同
）
③
白

山
裕
貴
・
野
田
帆
乃
花
（
同
）、
松
﨑

義
明
・
田
中
貴
代
（
同
）
▼一
般
女
子

①
大
隈
美
保
・
利
根
真
美
（
サ
ウ
ス
）

②
山
崎
成
美
・
栗
秋
こ
と
み
（
八
女
農
）

▼
マス
タ
ー
ズ
男
子
①
大
坪
和
幸
・
野

田
恵
男
（
福
岡
県
庁
）
②
牧
口
健
次

郎
・
宮
﨑
啓
光
（
サ
ウ
ス
）
③
石
橋
正

一・
宮
原
浩
二(

立
花
Ｐ
）、
鴫
山
康
弘
・

宮
川
和
弘
（
黒
木
卓
）
▼
マ
ス
タ
ー
ズ

女
子
①
穴
見
栄
子
・
井
上
美
幸
（
サ
ウ

ス
）
②
大
塚
清
子
・
加
藤
直
子
（
黒
木

卓
）
③
穴
見
ミ
ヨ
子
・
松
尾
妙
子
（
同
）、

牛
島
フ
サ
子
・
原
チ
ヅ
子
（
立
花
Ｐ
）

【
シ
ン
グ
ル
ス
】
▼
中
学
１
年
男
子
①

古
賀
友
人
（
立
花
中
）
②
川
崎
蒼
馬

（
同
）
③
樋
口
翔（
同
）、田
中
航
大（
同
）

▼
中
学
１
年
女
子
①
近
見
伊
織
（
筑

南
中
）
②
井
手
瑠
菜
（
黒
木
中
）
③

谷
川
千
尋
（
立
花
中
）、坂
本
悠
光
（
黒

木
中
）
▼
中
学
２
年
男
子
①
平
島
悠

宇
（
立
花
中
）
②
仲
涼
太
（
同
）
③

桝
永
光
希
（
同
）、
小
塩
湖
七
都
（
同
）

▼
中
学
２
年
女
子
①
堤
美
紅
（
黒
木

中
）
②
堤
悠
莉
奈
（
同
）
③
志
賀
桃
花

（
同
）、
田
形
緋
音
（
同
）
▼
一
般
男
子

①
白
山
裕
貴
（
フレッ
シュ
）
②
牛
島
翔

吾
（
同
）
③
石
崎
翔
太
（
同
）、
田
中

智
彦
（
Ｈ
Ｋ
Ｃ)

▼
一
般
女
子
①
山
崎

成
美
（
八
女
農
高
）
②
田
中
貴
代
（
フ

レッ
シュ
）
③
利
根
真
美
（
サ
ウ
ス
）、
栗

秋
こ
と
み
（
八
女
農
高
）
▼
マス
タ
ー
ズ

［
男
子
50
～
65
歳
］①
牧
口
健
次
郎（
サ

ウ
ス
）
②
大
坪
和
幸
（
福
岡
県
庁
）
③

大
隈
利
幸
（
サ
ウ
ス
）、
宮
原
浩
二
（
立

花
Ｐ)

▼
マス
タ
ー
ズ［
男
子
66
歳
以
上
］

①
石
橋
正一（
立
花
Ｐ
）②
下
川
紘一（
黒

木
卓
）
③
牛
島
修
（
立
花
Ｐ)

、
鴫
山

康
弘
（
黒
木
卓
）
▼
マス
タ
ー
ズ［
女
子

50
～
65
歳
］
①
穴
見
栄
子
（
サ
ウ
ス
）

②
井
上
美
幸
（
同
）
③
加
藤
直
子
（
黒

木
卓
）、山
下
芳
子
（
同
）
▼
マス
タ
ー
ズ

［
女
子
66
歳
以
上
］
①
大
塚
清
子
（
黒

木
卓
）
②
穴
見
ミ
ヨ
子
（
同
）
③
松
尾

妙
子
（
同
）、、
原
チ
ヅ
子
（
立
花
Ｐ)

◦
ソ
フ
ト
バ
レ
ー（
10
月
２
日
・
10
日

／
総
合
体
育
館
）
▼
２
部
①
粋
人
ファ

イ
タ
ー
ズ
②
ク
ラ
ブ
ワ
ン
③
さ
く
ら
ん
ぼ

▼
１
部 

①
パ
ー
プル
ナ
イ
ツ
②
シェル
③

ラ
イ
ザッ
プ

第
57
回 

八
女
市
民
体
育
大
会

　
　

   　
　
　
　
　
　

 （
敬
称
略
）

ＳＰＯＲＴＳ
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   1

平成29 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

　

八
女
の
自
然
と
風
土
を
愛
し
た
画
家
・
坂

本
繁
二
郎
画
伯
を
た
た
え
る
『
第
41
回
帰
居

祭
（
八
女
市
・
八
女
文
化
連
盟
主
催
）』
が
11

月
３
日
㈷
八
女
公
園
の
画
伯
寿
像
前
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
献
茶
・
献
吟
に
続
き
、
尺
八

の
献
曲
の
流
れ
る
中
、
参
加
者
全
員
で
献
花

を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
上
妻
小
５
年
生
羽

田
愛
望
さ
ん
、
見
崎
中
１
年
生
坂
田
莉
奈
さ

ん
、
福
島
高
１

年
生
萩
尾
麻
夢

さ
ん
が
坂
本
画

伯
を
た
た
え
る

作
文
を
朗
読
。

画
伯
の
代
表
的

な
作
品
で
あ
る

放
牧
三
馬
を
見
た
感
動
や
、
画
伯
が
愛
し
た

八
女
の
自
然
に
対
す
る
思
い
な
ど
を
発
表
し

ま
し
た
。
最
後
に
全
員
で
八
女
市
観
光
大
使

で
あ
る
岩
崎
記
代
子
さ
ん
の
指
導
で
「
母
の

像
（
坂
本
繁
二
郎
作
）」「
ふ
る
さ
と
」
な
ど

を
歌
い
、
画
伯
を
し
の
び
ま
し
た
。

　帰居祭を前に 11 月２日㈬、
三河小学校５年生が坂本繁
二郎画伯のアトリエ跡（緒玉）
の清掃作業を行いました。坂
本画伯のエピソードなどを聞
いたあと、子どもたちは７班に
分かれて落葉を掃き集め、２
時間ほどで敷地がきれいにな
りました。

坂本繁二郎画伯アトリエ
跡を三河小児童が清掃

郷土の誇り坂本繁二郎画伯

◦三河小学校へ
三河校区運動会実行委員会 実行委員長 松延溥之＝
折りたたみ椅子 17 脚

  寄付のお礼（敬称略）

帰居祭
坂本繁二郎画伯をたたえるつどい

「帰居」とは画伯の雅号です。画伯
は八女の自然と風土を愛し、日本洋
画壇の最高峰として活躍され、郷土
の文化水準を高められました。

　冬の田代路におしろいを塗って扮装した奴姿の男衆た
ちが大名行列を従えて、ユーモアたっぷりに練り歩きます。
今年は中田代の氏子の皆さんが担当します。
◦期日＝12月8日㈭
◦時間＝▽打ちはじめ13時～ ▽大名行列14時ごろ～
◦場所＝黒木町中田代
◦問い合わせ＝文化振興課（☎２４・８１６３）

田
代
の
風
流

福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

12/8
㈭

黒
木
の

冬
の
風
物
詩
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　2016.12.1　広報やめ

消費生活
そうだん

㉔
「
荷
受
代
行
」
ア
ル
バ
イ
ト
に
注
意
！

個
人
情
報
は
、
安
易
に
教
え
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
事
例
】

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
経
由
の
紹
介
で
、
自
宅
に
届

い
た
荷
物
を
指
定
さ
れ
た
場
所
に
送
る

だ
け
で
、
１
回
数
千
円
に
な
る
ア
ル
バ
イ

ト
を
引
き
受
け
た
。

　
「
運
転
免
許
証
の
画
像
デ
ー
タ
、
電
話

番
号
、
報
酬
の
振
込
先
の
銀
行
口
座
が

必
要
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の

個
人
情
報
を
送
付
し
た
。

荷
物
が
届
い
た
の

で
、
中
身
を
確
認

す
る
と
ス
マ
ホ
だ

っ
た
。
不
審
に
思

い
携
帯
電
話
会
社

に
問
い
合
わ
せ
た

ら
、
自
分
名
義
に

な
っ
て
い
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

⃝

ア
ル
バ
イ
ト
で
必
要
と
言
わ
れ
、
身

分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
な
ど
）
の
コ
ピ
ー
（
画
像
デ
ー

タ
）
を
安
易
に
送
っ
た
結
果
、
不
正
に

携
帯
電
話
の
契
約
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
携
帯
電
話
が
、
犯
罪
に
使

用
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
警

察
に
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
（
相
談
電
話

＃
９
１
１
０
）。

⃝

数
千
円
の
バ
イ
ト
代
を
稼
ぐ
つ
も
り

が
、
自
己
名
義
の
契
約
を
解
約
す
る
た

め
に
、
合
計
数
十
万
円
の
解
約
金
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。「
荷
受

代
行
」
に
限
ら

ず
、
ア
ル
バ
イ

ト
や
人
材
育
成

セ
ミ
ナ
ー
の
紹

介
を
さ
れ
た
場

合
は
、
ネ
ッ
ト

の
評
判
等
だ
け

で
判
断
せ
ず
、
周
囲
の
人
に
相
談
す
る

な
ど
、
慎
重
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
ア

ル
バ
イ
ト
は
、
雇
用
契
約
書
を
交
わ
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

個
人
情
報
は
、
身
元
の
不
確
か
な
第

三
者
へ
安
易
に
教
え
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

⃝

相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
〈
月
～
金
曜
日
〉
８
時

30
分
～
16
時
30
分

（
☎
２
３・１
１
８
３
）

※
毎
週
水
曜
日
９
時
～
16
時
、
黒
木
支

所
第
３
相
談
室
で
出
張
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。（
☎
４
２・１
１
１
１
）

　子ど
もたちに

　楽しい
お話を届けます

運転免許証と
電話番号と･･･

虫
の
音
の
絶
へ
て
狭
庭
の
静
寂
か
な
　
中
川
原
篤
子

外
に
出
で
よ
雲
は
か
す
め
ど
十
三
夜
　
松
延
み
さ
と

踞
居
す
る
猫
の
親
子
に
こ
ぼ
れ
萩
　
　  

松
﨑
伸
子

座
布
団
の一枚
程
に
大
根
蒔
く
　
　     

牛
島
景
子

羅
漢
坐
す
源
流
は
秋
奏
で
け
り
　 

　 

堤
多
鶴
子

八
女
紫
苑
句
会

ⒸKANAGAWA2013

特
選

納
屋
の
戸
の
昭
和
の
軋
み
柿
紅
葉 

　 

大
坪
延
子

風
の
な
き
時
は
乱
る
る
芒
か
な
　   

荒
川
ミ
ヤ
子

佳
作

豊
年
や
嬰
も
這
ひ
く
る
祝
い
膳 

　     

寺
田
睦
子

閂
の
真
一文
字
や
柿
た
わ
わ
　 

　     

大
坪
延
子

金
山
の
夢
の
跳
地
や
鷹
渡
る
　       

寺
田
睦
子

霧
に
消
え
波
音
残
る
金
鱗
湖
　        

寺
田
睦
子

狛
犬
の
目
線
の
先
の
薄
黄
葉            

城
後
正
子

黒
木
文
化
祭 

俳
句
大
会
入
選
作
品

入
選

足
踏
み
の
ミ
シ
ン
懐
し
日
向
ぼ
こ   

　 

青
木
早
弓

横
文
字
で
言
葉
を
交
は
す
渡
り
鳥      

倉
ノ
下
和
代

大
河
よ
り
引
き
し
流
れ
に
大
根
洗
ふ   

寺
田
睦
子

遠
目
に
も
柚
子
は
日
増
し
に
色
付
き
ぬ 

荒
川
ミ
ヤ
子

地
場
産
の
ワ
イ
ン
看
板
秋
高
し  

　    

末
継
ミ
ヨ
子

11
月
4
日 

学
び
の
館
石
橋
忍
月
資
料
館
で
開
催

吉
泉
守
峰
選
　
　
　
　 

黒
木
文
化
連
盟
主
催

10

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 28.12）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。



広報やめ　2016.12.111

「
絵
本
だ
い
す
き
」
ま
で

の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

　
毎
年
２
月
に
開
催
す
る「
絵

本
だ
い
す
き
」。
今
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
中
で
す
。

２
月
の
開
催

ま
で
楽
し
み

に
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

※
「
絵
本
だ
い
す
き
」　　
　

　

毎
年
２
月
中
に
約
２
週
間
開

催
し
ま
す
。
平
成
21
年
度
に
合

併
・
図
書
館
本
館
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
記
念
事
業
と
し
て

開
催
さ
れ
た
「
絵
本
カ
ー
ニ
バ

ル
」
が
は
じ
ま
り
。
平
成
22
年

度
に
「
絵
本
だ
い
す
き
」
に
名

称
を
変
更
。
今
回
の
開
催
で
８

回
目
を
む
か
え
ま
す
。

お
す
す
め
の
絵
本

募
集
中
！

　

あ
な
た
の
お
す
す
め
の
絵

本
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
図

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
紹
介
カ
ー

ド
を
置
い
て
い
ま
す
。
書
名
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ
え
て
募
集
箱

に
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ

の
本
に
紹
介
カ
ー
ド
を
付
け
て

図
書
館
に
展
示
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
感
動
を
み
ん
な
に

わ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？　

12月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～ 20時
　　　　　　　　土日祝10時～ 18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～ 17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝・休日、館内整理日  
5㈪,12㈪,19㈪,23㈷,26㈪,12/29～1/4

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
5㈪,12㈪,19㈪,26㈪,12/29～1/4図書館の休館日

12月

ホームページ  http://www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜、祝・休日、館内整理日

6㈫,13㈫,20㈫,23㈷,27㈫,12/29～1/4

✿年末年始12/29 ～１/4は休館✿

幼児～小学生の皆さん対象です♪

♥本館＝3日、10日、17日、24日
おはなしコーナー
※いずれも土曜14時～
♥黒木分館＝3日㈯10時30分～
おはなしコーナー

12月のよみきかせ

12月のあかちゃんよみきかせ

0～2歳くらいの赤ちゃん対象です♪
♥本館＝4日㈰、17日㈯11時～ 
2階研修室
♥黒木分館＝24日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

　
楽
し
い
お
話
の
ほ
か
に
、

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
き
れ
い
な
音

色
も
楽
し
め
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
12
月
24
日
㈯

14
時
～

◦
場
所
＝
文
化
会
館 

多
目

的
ホ
ー
ル

◦
出
演
＝
な
か
よ
し
文
庫
、

お
り
な
す
八
女
ハ
ン
ド
ベ
ル

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立

図
書
館
本
館

（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

★
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
★

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
な
か
よ
し
文
庫
」
で
活
躍  

大
石
磨ま

す

み

須
美
さ
ん（
光
）

「現在はメンバー8人です。第1・
第3・第5木曜日の午前11時から
八女文化会館2階研修室で活動し
ています。メンバーは随時募集し
ていますので、興味をお持ちの方
は、活動日に見学にいらしてくだ
さいね」

95
　

私
た
ち「
な
か
よ
し
文
庫
」は
、子
育

て
中
の
お
母
さ
ん
方
と
、
子
ど
も
た
ち

に
楽
し
い
お
話
を
届
け
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
活
動
を
始
め
て
24
年
目
に
な
る
読

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。人
形

劇
、大
型
紙
芝
居
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等

を
制
作
し
な
が
ら
、
図
書
館
行
事
、
保

育
所
、幼
稚
園
、小
学
校
、学
童
、子
ど

も
会
、施
設
な
ど「
依
頼
が
あ
れ
ば
ど
こ

へ
で
も
」を
合
い
言
葉
に
、楽
し
い
お
話

を
届
け
て
い
ま
す
。
作
品
の
随
所
に
楽

し
い
仕
掛
け
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
で

制
作
も
大
変
で
す
。
練
習
も
人
数
が
集

ま
ら
な
い
と
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
が
、

個
人
芸
で
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
は
で
き
る

よ
う
に
各
自
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
一つ
の
お
話
し
会
は
、40
～
50
分
を
め

ど
に
し
て
い
ま
す
。あ
れ
も
入
れ
た
い
、

こ
れ
も
入
れ
た
い
と
、毎
回
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
り
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
。
乳
幼

児
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
、
聞
い
て
く

だ
さ
る
年
齢
層
が
幅
広
い
の
で
必
ず
昔

話
は
一つ
入
れ
る
な
ど
、工
夫
し
て
い
ま

す
。
作
品
は
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す

が
、新
し
い
作
品
も
必
要
で
す
の
で
メ
ン

バ
ー
で
話
し
合
い
な
が
ら
和
気
あ
い
あ

い
と
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
24
日
㈯
に
は
、八
女
市
立
図
書

館
本
館
で
開
催
さ
れ
る
「
ク
リ
ス
マ
ス

お
は
な
し
会
」に
出
演
し
ま
す
。ク
リ
ス

マ
ス
に
マ
ッ
チ
し
た
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　
「
な
か
よ
し
文
庫
」の
お
話
し
会
は
、

舞
台
の
組
み
立
て
か
ら
ラ
ス
ト
の
人
形

劇
ま
で
体
力
勝
負
で
す
の
で
少
々
き
つ

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
、
声
援
に
後
押
し
さ
れ
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動

で
子
ど
も
た
ち
が
本
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
、
読
書
に
親
し
む
き
っ
か
け
作
り

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　子ど
もたちに

　楽しい
お話を届けます

12月24日のクリスマスお
はなし会では、大型紙芝
居「わたしのワンピース」
人形劇「みんなで作った
クリスマスツリー」などを
予定しています。



ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　

第
29
回
八
女
く
ろ
ぎ
ふ
る
さ
と
祭
り
が
11
月
6
日
㈰
、
駅

跡
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
も
恒
例
の
東
関
部
屋

が
来
場
。
子
ど
も
力
士
と
の
ぶ
つ
か
り
稽
古
や
豪
快
な
餅
つ
き

な
ど
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
振
分
親
方
（
元
小
結
高

見
盛
関
）
の
人
気
は
相
変
わ
ら
ず
で
、
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た

も
ち
ま
き
で
は
、
た
く
さ
ん
の
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
部
屋
の
ち
ゃ
ん
こ
鍋
も
振
る
舞
わ
れ
、
多
く
の
人
が

列
を
な
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
他
に
も
ス
テ
ー
ジ
で
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
、
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
、
昔

懐
か
し
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
町
内
周
遊
、
物
産
展
な
ど
、
会
場

で
は
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
訪

れ
た
人
た
ち
は
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　11 月６日㈰、わらべの里研修センター（上陽町・
旧下横山小学校）で、「しもやま田舎まつり」が行わ
れました。今回で 20 回目を迎えたこのイベント、歌
謡ショーや和太鼓演奏などのステージショーのほか、
だご汁や芋まんじゅうなど、地域に伝わる手作りの田
舎のゴハンの出店をはじめ、昔ながらの豆腐づくり体
験や石窯パン作り、かずらリース作りや草木染めなど
の体験コーナーも充実。締めくくりには、収穫もちま
き大会も行われました。今年は前夜祭の花火大会も
行われ、20 回の節目を飾る賑わいを見せていました。

　11 月 6 日㈰、みんなの館（上陽町旧尾久保
小学校）で「おくぼ日和」が開催されました。
今年で４回目となるこのイベントの、今回のテー
マは「木」。木を使った商品の販売、八女杉を使っ
た木工ワークショップが多数出店し、会場は木
の香りとぬくもりに包まれました。そのほかハン
ドメイドの雑貨や旬の食材を使ったフードコー
ナーなど多数の出店のほか、ステージイベント
も行われ、多くの来場者が秋の休日を楽しみま
した。

　

立
花
町
白
木
地
区
の
旧
白

木
小
学
校
で
11
月
６
日
㈰
、「
白

木
の
秋
の
収
穫
祭
＆
文
化
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
秋
の
収
穫

の
喜
び
を
み
ん
な
で
分
か
ち
合

お
う
と
地
元
特
産
を
味
わ
っ
た

り
、
バ
ン
ド
や
太
鼓
の
演
奏
、

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ス

テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
だ
り
と
深

ま
る
秋
の
休
日
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス

広
場
の
こ
ど
も
た
ち
が
栽
培
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
「
ジ
ャ
ン
ボ

カ
ボ
チ
ャ
」
コ
ン
テ
ス
ト
の
表

彰
や
「
家
族
へ
の
感
謝
状
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

東関部屋がイベントを
盛り上げる

深
ま
る
秋
を
楽
し
む

田舎のゴハン
と手作り体験

木
の
ぬ
く
も
り
と

秋
の
味
覚
を
求
め
て

八女くろぎ
ふるさと

祭り

おくぼ
日和

しもやま田舎まつり

白
木
の
秋
の
収
穫
祭
＆
文
化
祭

子どもたちもにぎやかにステージで踊りました 12　2016.12.1　広報やめ
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黒
木
町
笠
原
の
鰐
八
地
区
に
伝
わ
る
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
「
旭
座
人
形
芝
居
」
本
公
演
が
11

月
3
日
㈷
、
旭
座
人
形
芝
居
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
明
治
５
年
ご
ろ
、
同
地
区
に
操
り
の

名
人
が
現
れ
、
祝
い

の
席
な
ど
で
徳
利
な

ど
を
人
形
に
見
立
て

浄
瑠
璃
に
あ
わ
せ
て

操
っ
た
の
が
始
ま
り

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
演
は
、
座
員
や
浄

瑠
璃
三
味
線
教
室

受
講
生
な
ど
に
よ
る

三
味
線
に
合
わ
せ
て

舞
い
踊
る
「
寿
式
三
番
叟
」
に
始
ま
り
、
黒
木
小

学
校
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ
ブ
の
児
童
が
情
感
た
っ
ぷ

り
に
演
じ
る
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」
巡
礼
歌
の
段
、

最
後
に
保
存
会
に
よ
る
「
壺
坂
観
音
霊
験
記
」
山

の
段
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
本
公
演
で
は
、

保
存
会
メ
ン
バ
ー
に
市
主
催
の
継
承
者
育
成
講
座

の
受
講
生
３
人
が
加
わ
り
、
外
題
を
披
露
。
保
存

会
メ
ン
バ
ー
以
外
で
は
初
め
て
人
形
操
り
を
担
当
し

ま
し
た
。
当
日
は
多
く
の
見
物
客
が
来
場
し
、
巧

み
な
人
形
遣
い
と
感
情
あ
ふ
れ
る
熱
演
に
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
権
の
花
運
動
と
し
て
、
三
河
・

筑
南
・
上
陽
北
汭
学
園
小
学
校
の

3
年
生
が
地
域
の
人
権
擁
護
委
員

の
協
力
の
も
と
、
ひ
ま
わ
り
の
花
を

育
て
ま
し
た
。
５
月
に
種
を
ま
き
、

10
月
に
収
穫
し
た
種
を
風
船
に
つ

け
手
紙
を
そ
え
て
大
空
に
飛
ば
し

ま
し
た
。
ひ
ま
わ
り
の
花
を
育
て
る

こ
と
に
を
通
し
て
、
思
い
や
り
の
心

や
み
ん
な
で
協
力
す
る
こ
と
、
命
の

大
切
さ
を
学
び
と
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

広
が
れ
笑
顔
の
花 

人
権
の
花

“
ア
グ
リ
ス
”が
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞

　約 15 年前から地域おこしの取り組みとし
て「松

まつ

尾
お

百
ひゃく

笑
しょう

村
む ら

」の活動を続けている立花
町上辺春の松尾地区で、10 月 30 日㈰に㈱
まちづくり計画研究所の今泉重敏氏を招き

「これからの松尾について」の講演会と記念
植樹が行われました。この日参加したのは約
80 人。15年前には120 戸あった松尾地区も、
現在では 59 戸と世帯数は半減。人口減はも
ちろん空き家の増加や耕作放棄地の問題な
どを抱える同地区を、百笑村のモットーであ
る「笑い」をキーワードに５年後・10 年後を
見据えた問題解決などについて講演を受講
しました。その後、地域の高台にある丸山堤
周辺に山桜２百本を植樹。夕方には女性部
が準備した食事を楽しみました。満開の桜と
笑顔を想像させる楽しい一日となりました。

これからの松尾地区を考える 熱演！旭座人形芝居本公演

後列右から 2 人目がアグリス中村代表取締役

寿式三番叟

黒木小学校人形浄瑠璃クラブの児童

　
平
成
28
年
度
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
（
総
務
大
臣
表

彰
）
を
株
式
会
社
ア
グ
リ
ス
（
中
村
裕
之
代
表
取
締

役
）
が
受
賞
し
10
月
25
日
㈫
、
東
京
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
地
域
の
振
興
・
経
済
の
活
性

化
と
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
民

間
事
業
者
を
顕
彰
す
る
賞
で
、
今
年
度
は
全
国
か
ら

８
事
業
者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
株
式
会
社
ア
グ
リ
ス

は
八
女
市
鵜
池
に
本
社
を
置
き
、
医
療
機
器
や
農
業

用
生
産
資
材
の
開
発
・
製
造
・
販
売
を
手
が
け
て
い

ま
す
。
医
療
分
野
で
は
人
工
透
析
ケ
ア
キ
ッ
ト
の
国
内

市
場
40
㌫
を
占
め
る
な
ど
大
き
な
業
績
を
上
げ
、
農

業
分
野
で
は
い
ち
ご
の
高
設
栽
培
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や

同
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
観
光
農
園
の
経
営
な
ど
高
い
評

価
を
受
け
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

接
木
テ
ー
プ
（Buddy Tape

）
は
、
世
界
40
か
国
に

輸
出
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
雇
用
や
経
済
・
観
光
に

も
大
き
く
貢
献
さ
れ
、
イ
ベン
ト
等
の
協
賛
や
災
害

時
の
支
援
物
資
寄
附
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
ア
グ
リ
ス
Ｈ
Ｐhttp://w

w
w.aglis.co.jp/

）
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た
ち
ば
な
ワ
イ
ン
株
式
会
社
で
10
月

28
日
㈮
、「
み
か
ん
ワ
イ
ン
」
の
瓶
詰
め

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
ふ
く
お

か
八
女
が「
安
心・安
全
」を
厳
格
に
守
っ

て
集
荷
し
た
八
女
産
の
完
熟
み
か
ん
を

一つ
一つ
手
作
業
で
皮
を
む
き
、
仕
込
ん

だ
も
の
で
す
。「
手
作
業
で
丁
寧
な
仕

込
み
を
行
っ
た
の
で
、
か
ん
き
つ
特
有

の
苦
み
が
抜
け
、
み
か
ん
の
爽
や
か
さ

が
香
る
す
っ
き
り
と
し
た
ワ
イ
ン
に
仕

上
が
り
ま
し
た
」
と
関
係
者
か
ら
も
自

信
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
平
成
28
年

度
産
の
み
か
ん
ワ
イ
ン
生
産
量
は
約
２

千
本
。
11
月
18
日
㈮
に
は
主
力
の
キ
ウ

イ
ワ
イ
ン
の
瓶
詰
め
が
始
ま
り
、
人
気

の
高
い
あ
ま
お
う
ワ
イ
ン
な
ど
八
女
産

フ
ル
ー
ツ
の
ワ
イ
ン
が
続
々
登
場
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
ワ
イ
ン
は
、
工
場
売
店

を
は
じ
め
、
道
の
駅
た
ち
ば
な
、
八
女

観
光
物
産
館
と
き
め
き
等
の
直
売
所
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

　八女市立小中学校の児童・生
徒のインフルエンザ予防にと10
月 27 日㈭、八女茶振興会（久
保薫会長）からうがい用の茶葉
が贈呈されました。緑茶に含ま
れるカテキンには抗菌作用が期
待され、市内の小中学校では毎
年インフルエンザの予防にと緑茶
うがいを推進しています。「八女
の未来を作る子どもたちが元気
に過ごせるように利用してくださ
い」と、中村善徳副会長から橋
爪隆幸副市長と西島民生教育長
にお茶の目録が渡されました。

うがい茶をいただきました

八
女
の
味
覚
を
閉
じ
込
め

た
ワ
イ
ン
が
続
々
登
場

　

10
月
26
日
㈬
八
女
市
役
所
に
て
消
防
団

車
両
と
小
型
ポ
ン
プ
の
引
渡
式
が
あ
り
ま

し
た
。
三
田
村
市
長
か
ら
山
下
消
防
団
長

へ
引
渡
証
が
交
付
さ
れ
、「
日
頃
の
消
防
団

の
活
動
に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
防
火
・
防
災
に
よ
り
一
層
努
め
て
ほ
し
い
」

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
式
終
了
後

に
地
元
団
員
へ
新
車
両
お
よ
び
装
備
品
の

取
扱
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
口
頭
で
説
明

が
あ
っ
た
後
実
際
に
新
し
く
配
備
さ
れ
た
機

材
を
用
い
て
、操
作
手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

【
配
備
先
等
】
▽
八
女
支
団 

消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
▽
黒
木
支
団 

小
型
ポ
ン
プ
（
３
台
）

▽
星
野
支
団 

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車

　

11
月
６
日
㈰
、「
Ｒラ

ン
Ｕ
Ｎ
伴と

も
２
０
１
６
」（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
認
知
症
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
認
知
症

の
人
や
家
族
、
支
援
者
、一
般
の
人
が
少
し

ず
つ
リ
レ
ー
を
し
な
が
ら
一つ
の
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
イ
ベ
ン
ト
で
、「
認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ

く
る
」
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

久
留
米
か
ら
八
女
へ
引
き
継
が
れ
た
タ
ス
キ

が
、「
八
女
く
ろ
ぎ
ふ
る
さ
と
祭
り
」
会
場
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
八
女
伝
統
工
芸
館
に
運
ば

れ
、
多
く
の
人
た
ち
の
協
力
を
得
て
、
道
の

駅
た
ち
ば
な
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
７
月
２
日

に
北
海
道
か
ら
始
ま
っ
た
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
は
、
11

月
26
日
の
沖
縄
ゴ
ー
ル
ま
で
続
き
ま
す
。

「Ｒ
ラ ン

ＵＮ伴
とも

」でタスキを
つなぐ

消
防
車
両
等
の
引
渡
式

八
女
津
媛
伝
説
を
子
ど
も
た
ち
が
演
じ
る

　

矢
部
小
学
校
（
江
上
亮
子
校
長
・
全
校
児
童
37
人
）
で

10
月
30
日
㈰
祖
父
母
学
級
・
学
習
発
表
会
が
開
か
れ
、
児

童
が
学
習
の
成
果
や
公
卿
唄
、
朗
読
劇
『
八
女
津
媛
伝
説 

白
馬
の
媛
』
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の
物
語
は
、
矢
部
村
出

身
の
劇
作
家
・
栗
原
一
登
さ
ん
が
矢
部
村
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
贈
り
物
と
し
て
脚
本
を
書
か
れ
た
も
の
で
、
栗
原
さ
ん
の

遺
作
と
な
り
ま
し
た
。
矢
部
小
学
校
で
は
平
成
６
年
に
当

時
の
６
年
生
が
初
演
。
以
来
大
切
に
受
け
継
が
れ
、
毎
年

上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
矢
部
の
地
に
あ
り
、
自
然
を
愛
し
、

村
人
は
も
と
よ
り
動
物
や
自
然
な
ど
生
き
と
し
生
け
る
も
の

す
べ
て
に
喜
び
と
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
て
い
た
八
女
津
媛
の

物
語
を
、
今
年
は
３
年
生
以
上
の
25
人
で
演
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
南
北
朝
時
代
よ
り
６
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
公
卿

唄
を
１
年
生
か
ら
４
年
生
の
児
童
23
人
が
唄
い
ま
し
た
。
会

場
に
訪
れ
た
父
母
や
祖
父
母
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
が

わ
き
起
こ
り
、「
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
矢
部
村
の
誇
り
で
あ

る
八
女
津
媛
伝
説
や
公
卿
唄
、
浮
立
を
こ
れ
か
ら
も
伝
承

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

①八女津媛伝説を演じる子どもたち　②公卿唄を唄う
③最後は全児童で合唱しました

みかんワインの瓶詰めの様子

三田村市長より山下消防団長へ引
渡証が交付されました

タスキをしっかりつなぎました

①
②③
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土
橋
市
場
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と

10
月
30
日
㈰
、
土
橋
市
場
で
イ
ベ
ン

ト「
土
橋
事
変
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
歴
史
と
趣
を
残
す
「
土
橋

市
場
」
の
保
全
と
再
生
・
活
性
を
目

的
と
し
、
八
女
市
の
新
た
な
観
光
資

源
と
な
る
場
所
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
で
16
回

目
と
な
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
既
存

の
土
橋
市
場
店
舗
に
加
え
、
周
辺
市

町
村
よ
り
人
気
の
飲
食
店
等
も
参
加
。

土
橋
市
場
の
通
路
が
大
混
雑
す
る
ほ

ど
の
人
手
で
し
た
。
ま
た
、
土
橋
八
幡

宮
の
境
内
で
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
太
鼓
な

ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
り
、
大
勢

の
見
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
市
内

か
ら
家
族
連
れ
で
来
場
し
た
男
性
は
、

「
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
市
場
内

に
は
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
飲
食
や
雑

貨
の
店
が
あ
り
、
新
し
い
発
見
が
あ
り

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　福島高校生活デザイン科の２年生が考案
した岩戸山古墳をモチーフにしたクッキー「コ
フーン」が、八女観光物産館ときめきで販
売されました。菓子作りは課題研究の授業
で「八女ならでは」をテーマに取り組んだも
ので、末安真莉菜さんら４人のグループが
岩戸山古墳を知ってほしい、地元の特産物
を生かしたものをとの思いで発案し、生徒
間の投票や製造を担当した「隆勝堂フーズ」
担当者の意見も踏まえ商品化されました。コ
フーンは、前方後円墳のユニークな形状で
抹茶を使ったクッキー２枚にマーマレードを
挟み、しっとりとした食感が特徴。11月2日
㈬に開催された文化発表会で100 個を完売。
翌日３日㈷に商品 50 個を物産館に持ち込み
販売を開始し、翌日には売り切れました。クッ
キーを考案した生徒たちは、「抹茶の分量を
決めるのが難しかった。古墳の『別区』と呼
ばれる部分など形状にもこだわりました。自
分たちで考えたものが商品になり信じられな
い気持ちです」と話していました。

　八女市子ども会カルタ大会が 10 月23日
㈰、福島小学校体育館で開催され、市内の
各校区・地区から 21チームが参加し、静寂
な会場の中、子どもたちは集中して取り組み
ました。八女市子ども会育成連絡協議会で
作成した「八女ふるさとカルタ」を使用し、
予選リーグを勝ち抜いた 8 チームが決勝トー
ナメントへ進み、長峰校区の中吉田Ａチーム
が見事優勝しました。上位 4 チームは、来
年 2 月5日に筑後市で開催される県子連南
筑後ブロック新年カルタ大会に出場します。

【結果】▽優勝＝中吉田Ａ（長峰）▽準優勝
＝中吉田Ｂ（同）▽３位＝上陽②、上妻②

「コフーン」クッキー福高開発

雨にも負けず！ほしの
健康ウォーキング大会

八
女
市
子
ど
も
会

カ
ル
タ
大
会

レ
モ
ネ
ー
ド
を
販
売
し
て
熊
本
地
震
の
被
災
地
を
支
援

土橋市場の活
性化をイベン
ト「土橋事変」

大勢の人でにぎわった土橋市場

優勝の中吉田Ａチーム

　

10
月
23
日
㈰
、
星
野
村
の
池
の

山
周
辺
、
星
の
ふ
る
さ
と
公
園
で
八

女
市
体
育
協
会
星
野
支
部
主
催
の

「
ほ
し
の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
２
歳
の
幼
児
か
ら

82
歳
の
高
齢
者
ま
で
約
１
２
３
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
天

候
で
し
た
が
麻
生
神
社
を
参
拝
し
、

星
の
ふ
る
さ
と
公
園
内
約
４
キ
ロ
を

み
ん
な
で
完
歩
し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル

後
は
、
豚
汁
に
舌
鼓
を
う
ち
、
お

楽
し
み
抽
選
会
を
行
い
、
盛
会
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
㈯
、
八
女
文
化
会
館

と
八
女
公
園
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ

ン
ト
「
レ
モ
ネ
ー
ド
２
０
１
６
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
ア
メ
リ

カ
の
子
ど
も
た
ち
が
レ
モ
ネ
ー
ド
を

自
作
し
て
休
日
な
ど
に
販
売
し
車
椅

子
を
施
設
や
団
体
に
寄
贈
し
た
」
と

い
う
話
に
感
銘
を
受
け
、
八
女
市
内

の
若
者
た
ち
が
実
行
委
員
会
を
組
織

し
て
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
１
杯

２
０
０
円
で
販
売
し
た
レ
モ
ネ
ー
ド

の
売
上
金
、
参
加
し
た
出
店
が
募
っ

た
募
金
を
全
額
熊
本
地
震
の
義
援

金
と
し
て
熊
本
県
庁
に
寄
附
し
ま
し

た
。
実
行
委
員
の
代
表
で
あ
る
江
崎

さ
ん
と
井
芹
さ
ん
は
、「
昨
年
初
め

て
開
催
し
今
回
は
２
回
目
で
す
。
九

州
各
地
の
様
々
な
店
舗
、
商
品
、
活

動
を
八
女
市
に
集
め
る
こ
と
で
、
交

流
を
深
め
刺
激
を
受
け
合
い
、
さ
ら

に
市
民
が
楽
し
め
る
よ
う
な
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開
催

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

と
語
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
68
店
舗

の
飲
食
・
雑
貨
の
販
売
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
サ
ロ
ン
出
店
、
ヨ
ガ
や
占
い

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
等
で
、
秋
晴
れ
の
も
と
、
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
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形
を
通
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題

し
、
福
田
喜
作
さ
ん
を
講
師
に
開

催
。
参
加
費
無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
12
月
13
日
㈫
19
時
開
会

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清
水

町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

　

赤
穂
浪
士
47
人
の
一
人
、
寺
坂

吉
右
衛
門
の
墓
の
あ
る
一
念
寺
で

義
士
祭
を
開
き
ま
す
。
当
日
は
古

札
の
護
摩
焚
き
、
墓
参
り
の
あ
と
、

参
拝
者
に
粥
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
14
日
㈬
16
時
～

◦
場
所・問
い
合
わ
せ
＝
一
念
寺（
豊

福
）
☎
２
２
・
３
７
７
２

　
「
若
者
か
ら
み
た
部
落
差
別
」
と

題
し
、
内
屋
綾
さ
ん
（
部
落
解
放
同

盟
福
岡
市
協
議
会
）
を
迎
え
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
12
月
16
日
㈮
19
時
30
分

～
（
19
時
開
場
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
し
あ

わ
せ
交
流
館
（
八
女
市
隣
保
館
）

☎
２
４
・
５
８
４
６

◦
日
時
＝
12
月
17
日
㈯
13
時
～
15
時

◦
場
所
＝
八
女
筑
後
歯
科
医
師
会

会
館

◦
担
当
＝
久
留
米
大
学
病
院
歯
科

口
腔
医
療
セ
ン
タ
ー
楠
川
仁
悟
教
授

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
筑
後
歯
科

医
師
会
（
☎
２
４
・
４
８
２
９
）

　

多
世
代
交
流
館
利
用
者
の
皆

さ
ん
の
活
動
の
発
表
会
。
折
り
紙

や
編
み
物
な
ど
作
品
の
展
示
や
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
誰
で
も
参

加
で
き
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ン
販

売
な
ど
行
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
17
日
㈯
10
時
～
12
時

◦
参
加
費
＝
無
料
※
館
内
設
備
利

用
の
人
は
入
館
料
が
必
要
で
す
。

　
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
イ
ベ
ン
ト
の
参

加
者
が
、
八
女
の
町
並
み
や
自
然
、

生
活
の
様
子
な
ど
を
思
い
思
い
に

撮
影
し
た
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

◦
期
間
＝
12
月
９
日
㈮
～
11
日
㈰

12
時
～
20
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ギ
ャ
ラ

リ
ー
Ａ
、
Ｂ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｒレ

ー

ル

ａ
ｉ
ｌ 

ＣカＡ

Ｆフ
ェＥ
（
☎
２
４
・
３
２
３
３
）

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
等
の
荷

台
で
販
売
し
ま
す
。
毎
月
第
２
・

第
４
日
曜
日
に
開
催
。

◦
日
時
＝
12
月
11
日
㈰
９
時
～
12
時

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場
。
出
店
者
随
時
募
集
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
・
コ
ー
ス
＝
12
月
11
日
㈰
９

時 

八
女
公
園
集
合
～
矢
部
川
周
辺

往
復
約
８
㌔

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
会
員
外

１
０
０
円
（
保
険
料
）

◦
持
参
品
＝
雨
具
、水
筒
、タ
オ
ル
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
荒
川
さ
ん

（
☎
０
９
０・４
９
９
７・５
８
１
３
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は
保

険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
12
月
11
日
㈰
７
時
30
分

立
花
体
育
館
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
辺
春
川
沿
い
道
の
駅

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

在
住
外
国
出
身
の
方
々
と
市
民

と
の
交
流
会
を
開
催
。参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
12
月
11
日
㈰
13
時
～
15
時

◦
会
場
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会
館

大
会
議
室

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
国

際
交
流
協
会
（
☎
２
４・１
２
５
０
）

　
「
箱
雛
誕
生
の
時
代
背
景
～
雛
人

無
料
口
腔
が
ん
健
診

多
世
代
交
流
館
ま
つ
り

八
女
軽
ト
ラ
市

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
八
女
２
０
１
６

八
女
歩
こ
う
会

年
忘
れ
健
康
ウ
オ
ー
ク

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

し
あ
わ
せ
交
流
館
人
権
講
演
会

お
知

ら
せ

第
36
回
地
域
活
動
講
演
会

　自分でデザインした料理用スプーン、
ペーパーナイフ、バターナイフのいずれか
を木工作家西岡泰心さんの指導で制作。
※彫刻刀は個人で準備ください。
◦日時＝1月17日㈫９時 45 分～17 時
◦場所＝黒木町笠原泰心工房（お茶の里
記念館に各自集合）◦材料費＝ 2,000 円

（昼食代込み）◦定員＝８人

　コーヒーの基礎知識、おいしい入れ方
のデモンストレーションと体験、季節のス
イーツに合わせたコーヒーの試飲。
◦日時＝１月24日㈫ 13時 30分～16時
◦場所＝ 八女市黒木公民館
◦材料費＝1,000 円◦定員＝ 20 人

　星野のふみちゃん先生の指導のもと、
親子で味噌作りや食事作りを体験し食の
大切さについて考えてみませんか。
◦対象＝小学生の親子 15 組
◦日時＝１月28日㈯ 10 時～ 15 時
◦場所＝星野村農産加工施設
◦材料費＝1 組当たり２,000 円（昼食代
1 人当たり別途 500 円。保護者 1 人につ
き子ども複数名の場合は要相談）

黒木公民館後期講座
◦申込受付＝12 月12日㈪から先着順

（８時 30 ～ 17 時※土日除く／◦申込・問い
合わせ＝黒木公民館 ☎ 42・9730）

「生活に活かす道具づくり」

「コーヒーのある生活を楽しむ」

「食べることは生きる事・親子味噌作
り体験講座」

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｍ 

Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｍ 

Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｍ 

in
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ｅ
写
真
展

一念
寺 

義
士
祭

　南北朝時代の 1359 年、日本三
大合戦の一つとされる「大保原の
戦い」では、南朝・北朝合わせて
4,800 余人が討死にしたと言われ
ています。今回の講演会では、こ
の戦いに参戦し活躍した当地の軍
勢の様子や、大保原の戦い以後の
ことについてもご紹介します。
◦日時＝ 1 月 22 日㈰ 13 時 30 分
～ 15 時
◦会場＝おりなす八女はちひめ
ホール
◦演題＝「大保原の戦い」
◦講師＝服部英雄氏（九州大学名
誉教授、くまもと文学・歴史館館長）
◦ 同時公開＝「木屋文書（きやも
んじょ）」等展示（当日のみ）
◦申込・問い合わせ＝文化振興課

（☎ 23・1982）

大保原の戦い
日本三大合戦の一つ

平成28年度
南北朝の
歴史事業
講演会

受講生
募集
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◦
日
時
＝
２
月
12
日
㈰
13
時
～
16
時

◦
申
込
締
切
＝
１
月
30
日
㈪

①
②
共
通

◦
開
催
場
所
＝
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

◦
託
児
＝
無
料
（
１
歳
～
６
歳
）

事
前
予
約

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
ひ

と
り
親
家
庭
等
就
労
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
＆
N
０
９
４
２
・
３

２
・
１
１
４
０
）

▼
福
岡
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

①
介
護
事
務

◦
期
間
＝
１
月
17
日
㈫
～
２
月
17

日
㈮
９
時
30
分
～
12
時
（
火
・
金

曜
10
日
間
※
24
時
間
）

◦
定
員
＝
20
人

◦
自
己
負
担
＝
申
請
料
と
テ
キ
ス

ト
代
の
一
部
と
し
て
５
０
０
０
円

②
医
療
事
務

◦
期
間
＝
１
月
15
日
㈰
～
３
月
12

日
㈰
13
時
～
17
時
（
土
・
日
曜
15

日
間
※
60
時
間
）

◦
定
員
＝
20
人

◦
自
己
負
担
＝
検
定
料
と
テ
キ
ス

ト
代
の
一
部
と
し
て
２
０
０
０
円

①
②
共
通

◦
開
催
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ

◦
託
児
＝
事
前
予
約
制
（
１
歳
～

６
歳
）
無
料

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
ひ
と
り

親
家
庭
等
就
労
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー（
☎
０
９
２・５
８
４・３
９
３
１
）

◦
受
付
期
間
＝
11
月
28
日
㈪
～
１

月
17
日
㈫

◦
試
験
期
日
＝
１
月
22
日
㈰
、
23

日
㈪
（
い
ず
れ
か
１
日
）

◦
応
募
資
格
＝
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子

▼
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

◦
受
付
期
間
＝
11
月
１
日
㈫
～
１

月
６
日
㈮

◦
試
験
期
日
＝
１
次
１
月
21
日
㈯

◦
応
募
資
格
＝
平
成
29
年
４
月
１
日

現
在
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

◦
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
八
女
地

域
事
務
所
（
☎
２
４
・
５
１
９
２
） 

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
、
文
部
科
学
省
・

総
務
省
所
管
の
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
、
教
育
・
福
祉
、
経
済

な
ど
幅
広
い
分
野
の
科
目
を
1
科

目
か
ら
学
べ
ま
す
。
学
力
試
験
は

な
く
、
15
歳
以
上
（
全
科
履
修
生

は
18
歳
以
上
）
で
あ
れ
ば
入
学
で

き
、
卒
業
す
る
と
学
士
（
教
養
）

の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。
短
大
、

専
門
学
校
な
ど
か
ら
も
編
入
学
で

き
ま
す
。
ま
た
18
歳
以
上
で
あ
れ

ば
大
学
院
の
修
士
科
目
生
、
修
士

選
科
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

◦
募
集
期
間
＝
12
月
１
日
㈭
～
３

月
20
日
㈪
※
入
学
相
談
は
随
時
受

付
し
て
い
ま
す
。

◦
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
＝
放

送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
５
８
５
・
３
０
３
３
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
父
ま
た
は

寡
婦
を
対
象
に
講
習
を
行
い
ま
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス

ト
・
検
定
料
等
自
己
負
担
あ
り
。

▼
久
留
米
母
子
家
庭
等
就
業
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
（
久
留
米
開
催
）

①
日
商
パ
ソ
コ
ン
３
級
エ
ク
セ
ル

◦
期
間
＝
１
月
11
日
㈬
～
２
月
17

日
㈮
19
時
～
21
時
※
平
日
夜
間
17

日
間　

◦
定
員
＝
15
人

◦
自
己
負
担
＝
テ
キ
ス
ト
代
２
１
６

０
円
、
検
定
料
５
１
４
０
円

◦
申
込
締
切
＝
12
月
26
日
㈪

②
就
業
準
備
セ
ミ
ナ
ー

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

５
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
事

務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
☎
２
４
・

１
３
４
０

◦
日
時
＝
12
月
2
日
㈮
17
時
30
分

～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
一
般
３
０
０
円
、
会
員

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
事

務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
☎
２
４
・

１
３
４
０

▼
【
男
子
】
自
衛
官
候
補
生
（
陸
・

海
・
空
）

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２
・

２
２
５
７
）

　

み
ん
な
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ

う
♪
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
期
日
＝
12
月
21
日
㈬
19
時
～

◦
会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２

階
研
修
室

◦
参
加
費
＝
一
般
７
０
０
円
、
会
員

５
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
☎
２
４
・

１
３
４
０

　

 

初
心
者
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

◦
日
時
＝
12
月
23
日
㈷
13
時
～

◦
会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
１

階
会
議
室

◦
参
加
費
＝
一
般
７
０
０
円
、
会
員

放
送
大
学
４
月
入
学
生

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ 

ク
リ
ス
マ
ス

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ 

囲
碁
大
会

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
父
対
象

平
成
28
年
度
自
衛
官

八女市岩戸山歴史文化
交流館「いわいの郷」

体験事業

　勾玉・プラ板を使ったアクセサリー
作りを２日間にわたって行います。
◦期日＝12 月 23 日㈷・24 日㈯ 13
時～ 15 時◦集合場所＝岩戸山歴史
文化交流館◦参加対象＝小学生以上
◦参加費＝無料
◦募集期間＝12 月22日㈭まで

電話またはファクスにて申し込みく
ださい。各体験・講座とも先着順に
なります。
◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史
文化交流館 ( いわいの郷 ) ☎ 24・
3200 ／ N24・3210

ふたつの朝廷をめぐる戦
乱と八女・第２弾

　７月開催の歴史講座第２弾。南北
朝時代、戦乱は全国に広がり長期化
しました。そのような中八女の武士
たちは宮方として戦い、市内には南
朝の歴史を物語る様々な文化財が
残っています。
◦期日＝12 月10日㈯ 13 時 30 分～
15 時◦会場＝岩戸山歴史文化交流
館研修室◦講師＝佐々木四十臣氏

（福史連副会長）◦定員＝100 人
◦入場料＝無料

冬休み体験イベント・
アクセサリーを作ろう

就
業
支
援

教
室
・
講
座
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【竈
か ま ど

門神社きせる祭り】
◦日時＝12/13 ㈫ 11:00 ～14:00
◦場所＝竈門神社（筑後市大字
溝口）◦問＝筑後市観光協会

（☎ 0942・53・4229）

筑後市
イベント情報後筑 ちくごななこく七国

　

受
講
料
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
は

自
己
負
担
。
お
お
む
ね
40
歳
未
満

対
象
。
ま
ず
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相

談
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
コ
ー
ス
＝
電
気
制
御
技
術

科
（
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
訓
練
）

◦
定
員
＝
15
人

◦
訓
練
期
間
＝
２
月
３
日
㈮
～
７

月
25
日
㈫
（
６
か
月
）

◦
募
集
期
間
＝
12
月
１
日
㈭
～
１

月
12
日
㈭

◦
問
い
合
わ
せ
＝
佐
賀
職
業
能
力

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー（
☎
０
９
５
２・

２
６
・
９
５
１
６
）

　

相
談
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日

ま
で
に
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
開
催
日
程
＝
▽
12
月
７
日
㈬
13

時
～
15
時
▽
12
月
14
日
㈬
18
時
30

分
～
20
時
30
分
▽
12
月
27
日
㈫
18

時
30
分
～
20
時
30
分
▽
１
月
５
日

㈭
13
時
～
15
時

◦
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
予
約
電
話
＝
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
２
２
（
平
日
９
時
～
17
時
）

　

２
０
１
５
年
1
年
間
に
お
け
る

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
新
規

報
告
数
は
、
全
国
で
約
１
４
３
４

件
（
過
去
8
位
）
で
あ
り
、
前
年

の
１
５
４
６
件
か
ら
わ
ず
か
に
減
少

し
た
も
の
の
依
然
と
し
て
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、「
世

界
エ
イ
ズ
デ
ー
」（
12
月
1
日
）
に

あ
わ
せ
て
、
多
く
の
人
に
相
談
・
検

査
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
次

の
と
お
り
休
日
エ
イ
ズ
相
談
検
査
を

「
無
料
・
匿
名
」
で
行
い
ま
す
。
検

査
当
日
は
「
迅
速
検
査
」
を
行
い
、

通
常
1
週
間
か
か
る
検
査
結
果
が

休
日
エ
イ
ズ
相
談
検
査

弁
護
士
に
よ
る
養
育
費
な
ど

の
無
料
法
律
相
談

八女市献血推進協議会（☎ 23・5816）
献血にご協力ください

日にち 時  間 場  所
12/13

㈫
10:00 ～ 11:30 
12:30 ～ 15:30

おりなす
八女

約
1
時
間
程
度
で
分
か
り
ま
す
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
か
ら
エ
イ
ズ

を
発
症
す
る
ま
で
数
年
か
ら
10
数

年
と
個
人
差
が
あ
り
、
自
覚
が
な

い
ま
ま
に
、
さ
ら
に
感
染
を
広
げ
て

い
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。「
も
し

か
し
た
ら
」
と
不
安
に
思
っ
て
い
る

人
は
、
こ
の
機
会
に
相
談
検
査
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
12
月
11
日
㈰
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
福
岡
県
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
（
柳
川
市
三
橋
町

今
古
賀
８
―
１ 

県
柳
川
総
合
庁
舎

２
階
）

◦
受
付
＝
予
約
不
要
（
直
接
検
査

日
時
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生
課

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
８
１
２
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
1
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
12
月
17
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）
▽

14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山
小
、

西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、
三

河
小
、南
中
）
▽
15
時
45
分
～
（
忠

見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上
陽

北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

※
利
用
者
の
会
に
参
加
す
る
た
め

に
は
前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
ふ
ぐ
は
、
ふ
ぐ
毒
（
テ
ト
ロ
ド
ト

キ
シ
ン
）
と
い
う
猛
毒
を
も
っ
て
い

ま
す
。
ふ
ぐ
毒
は
、
ふ
ぐ
の
種
類
や

部
位
な
ど
に
よ
っ
て
含
ま
れ
る
量
に

違
い
が
あ
り
ま
す
。
有
毒
部
位
を

食
べ
る
と
、
し
び
れ
や
お
う
吐
な
ど

の
中
毒
症
状
を
お
こ
し
、
最
悪
の

場
合
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
一
般
の
人
へ
】

▽
ふ
ぐ
食
中
毒
の
ほ
と
ん
ど
は
、

釣
っ
て
き
た
り
、
人
か
ら
も
ら
っ
た

り
し
た
ふ
ぐ
を
自
家
調
理
し
食
べ

た
こ
と
が
原
因
で
発
生
し
て
い
ま

佐
賀
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

ふ
ぐ
の
素
人
調
理
は

大
変
危
険
で
す

◦受付＝八女市立図書館本館カウ
ンター
◦対象＝単行本、文庫本、新書、
児童書、絵本、雑誌、コミック
※百科事典、全集、傷みが激し
い本は受け付けできません。
※古本市の収益金は、八女市立
図書館の読書啓発事業に役立て
られます。平成 29 年 10 月ごろ開
催予定の古本市で販売します。
◦問い合わせ＝ NPO 法人まな
びっと八媛（八女市立図書館本
館内）☎２２・２５０４

古
本
市
開
催

の
た
め
、
ご
家

庭
で
不
要
に

な
っ
た
本
を
集

め
て
い
ま
す
。

す
。
ふ
ぐ
の
毒
は
煮
た
り
焼
い
た

り
し
て
も
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
家
調
理
は
大
変
危
険
で

す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

【
営
業
者
の
人
へ
】

▽
ふ
ぐ
の
処
理
は
「
ふ
ぐ
処
理
師
」

の
免
許
を
持
っ
た
人
し
か
で
き
ま
せ

ん
。

▽
ふ
ぐ
は
種
類
に
よ
っ
て
食
べ
ら
れ

る
部
位
が
違
い
ま
す
。
食
べ
ら
れ

な
い
部
位
は
絶
対
に
販
売
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

▽
販
売
す
る
と
き
は
種
類
を
標
準

和
名
で
表
示
し
、
誤
っ
て
有
毒
部

位
が
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
一
般
の
人
や
ふ
ぐ
処
理
師
の
い
な

い
お
店
へ
未
処
理
の
ふ
ぐ
を
販
売
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
販
売
先
の
状
況

を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生
課

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
６
２
）

ご
協
力
を

お
願
い
し

ま
す
！
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火災出火件数  3件 （21件）
救急出動件数 264件 （2,627件）
救急搬送人数 256人 （2,538人）

人身事故発生件数 43件 （376件）
傷　　者 58人 （509人）
死　　者 0人 （  2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 65,552 (-38)
男 30,868  (-13)
女 34,684  (-25)

世帯数 24,597  (  +8)
　※（　）内は前月比

出生 32 人 死亡 74人
転入 150 人 転出 146人

▼ 10 月の交通事故の状況

▼ 10 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（10 月31日現在）

▼ 10 月の異動
納期限・口座振替日は12月26日㈪

※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

予約

12月に
納める
もの

無料法律相談
◦12 月15日㈭ 、1月5日㈭ ／ 相談13:00
　～16:00 ／場所・法務局八女支局（収
　入等一定額以下等の条件あり）※予約・
　法テラス福岡☎ 050・3383・5502
◦12 月 9 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦12 月16 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦12 月16 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎ 22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦12月8日㈭ 13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦12月20日㈫ 9:30 ～ 11:00
　／働く女性の家（立花）
障害者相談支援センターリーベル出張相談
◦12月20日㈫ 10:00 ～ 11:00 ／黒木支所
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦12月2日㈮13:00 ～16:00/社会福祉会館
　／地域福祉センター（上陽）
◦12月6日㈫13:00 ～16:00/矢部公民館
◦12月7日㈬13:00 ～16:00/星野支所
◦12月9日㈮13:00～16:00/ふじの里（黒木）
◦12月14日㈬13:00～16:00/立花市民センター
行政相談（総務課☎23・1111）
◦12月1日㈭ 13:30～16:00／社会福祉会館
◦12月13日㈫ 13:30～16:00／
　地域福祉センター（上陽）
◦12月7日㈬、21日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦12月5日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦12月6日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／矢部公民館
◦12月14日㈬ 9:00 ～12:00 ／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦12月16日㈮ 13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
◦12月9日㈮ 13:30 ～16:00/ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦12月7日 ㈬、21日 ㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦12月7日㈬、21日㈬ 9:30 ～ 12:00

　／ふじの里（黒木）
◦12月14日㈬、28日㈬13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦12月14日㈬、28日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
定例税務相談会
◦12月12日㈪ 10:00～15:00/八女商工会議所
経営支援相談会
◦12月19日㈪13:30 ～ 16:30
　／八女商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦12月20日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所203会議室
◦12月8日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦12月9日㈮・20日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦12月20日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦12月8日㈭ 11:00 ～ 12:00 ／矢部公民館
◦12月22日㈭ 10:00 ～ 12:00 ／星野支所
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。予
約をすれば待ち時間が少なくなります。
※基礎年金番号をお知らせください。
◦月曜（休日の場合は翌日） 8:30～ 19:00／
火～金8:30 ～ 17:15 ／毎月第2土曜日9:30
～ 16:00※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談
◦第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総合
　庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉   
　会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市役

所消費生活センター☎23・1183
◦毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所
　第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦12月20日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／八女市消
費生活センター※予約  ☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員会
　☎0120・784・110
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎0942・52・4949
養育費電話相談
◦平日9:00～16:00／福岡県母子家庭等
　就業・自立支援センター（春日）
　☎092・584・3931
やめ女性ホットライン
◦平日10:00 ～17:00 ／☎092・513・7337
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話（ミズ・リリーフ・ライン）
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
　境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法
　書士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）　☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）☎24・8922
◦上陽地域包括（上陽支所内）☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）☎24・8212

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦固定資産税（3期）◦国民健康保険税（6期）
◦後期高齢者医療保険料（6期）◦介護保険料（6
期）◦住宅使用料（12月）◦保育料（12月）◦水
道料金・下水道使用料（5期）◦農業集落排水
施設使用料（5期）◦下水道受益者負担金（3期）

す
。
ふ
ぐ
の
毒
は
煮
た
り
焼
い
た

り
し
て
も
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
家
調
理
は
大
変
危
険
で

す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

【
営
業
者
の
人
へ
】

▽
ふ
ぐ
の
処
理
は
「
ふ
ぐ
処
理
師
」

の
免
許
を
持
っ
た
人
し
か
で
き
ま
せ

ん
。

▽
ふ
ぐ
は
種
類
に
よ
っ
て
食
べ
ら
れ

る
部
位
が
違
い
ま
す
。
食
べ
ら
れ

な
い
部
位
は
絶
対
に
販
売
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

▽
販
売
す
る
と
き
は
種
類
を
標
準

和
名
で
表
示
し
、
誤
っ
て
有
毒
部

位
が
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
一
般
の
人
や
ふ
ぐ
処
理
師
の
い
な

い
お
店
へ
未
処
理
の
ふ
ぐ
を
販
売
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
販
売
先
の
状
況

を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生
課

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
６
２
）



暮らしに安心を
若者に夢と希望を

㊲市長コラム
　

こ
の
た
び
、
市
長
選
挙
で
皆
様
よ
り
３
期
目
の
市
政
運
営
の
負
託

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
を
取
り
巻
く
課
題
が
山
積
す
る
中
で
、
引
き

続
き
八
女
市
の
舵
取
り
を
任
さ
れ
た
重
み
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。「
ふ
る
さ
と
八
女
」
の
発
展
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。
▼
合
併
や
豪
雨
災
害
な
ど
が
あ
っ
た
こ
れ
ま
で

の
２
期
８
年
の
市
政
で
は
、
市
民
の
暮
ら
し
に
細
か
く
目
を
配
り
、「
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
を
市
政
の

大
切
な
テ
ー
マ
と
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
他
の
地
域
に
先
駆
け
て
整

備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
や
Ｆ
Ｍ
放
送
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
等
の

事
業
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
▼
こ
の
基
本
線
は
今
後
も
変
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
３
期
目
の
市
政
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
に
も
、「
若
者
が
夢
と
希
望
を
描
け
る
よ
う
な
地
域
づ

く
り
」
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
「
仕
事

づ
く
り
」
が
重
要
で
す
。
具
体
的
に
は
、
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林

業
の
生
産
性
を
高
め
、
生
産
者
の
所
得
を
上
げ
る
こ
と
や
、
企
業
誘
致

に
よ
り
雇
用
を
確
保
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
子
育
て
支
援
の
充
実
や
、

快
適
な
住
環
境
づ
く
り
を
重
点
施
策
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
▼
先
日
発
表
さ
れ
た
最
新
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、

国
の
総
人
口
が
減
る
一
方
で
、
大
都
市
圏
へ
の
人
口
集
中
は
よ
り
進
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。
国
に
は
頼
れ
な

い
、
地
方
の
本
当
の
力
が
試
さ
れ
る

時
代
の
到
来
で
す
。
▼
こ
の
よ
う
な

厳
し
い
状
況
の
な
か
「
八
女
市
ら
し

さ
」が
活
か
さ
れ
た「
真
の
地
方
創
生
」

を
こ
の
地
で
実
現
で
き
る
よ
う
全
力

で
職
務
に
当
た
る
所
存
で
す
。
今
後

と
も
市
民
の
皆
様
の
市
政
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▼
今
で
き
ま
し
た
（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
今
で
き
ま
し
た
（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼
あ
り
ま
す
よ
う
に
（
Ｋ
・
Ｓ
）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
こ

れ
か
ら
も
元
気
な
ほ
の
ち
ゃ

ん
で
い
て
ね
☆

１
歳
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か

ら
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
元
気

に
育
っ
て
ネ
♡

あ
っ
と
い
う
間
の
１
歳
だ
ね
！

元
気
で
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね

♡
♡

に
こ
に
こ
笑
顔
が
可
愛
い
り

こ
ち
ゃ
ん
♡
元
気
い
っ
ぱ
い

に
育
っ
て
ね
♡

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
こ

れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
可
愛
い

笑
顔
見
せ
て
ね
！

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
元
気

に
大
き
く
育
っ
て
ね
。

１
歳
お
め
で
と
う
！
元
気

い
っ
ぱ
い
す
く
す
く
大
き
く

な
ー
れ
☆

ト
マ
ト
大
好
き
♡

や
ん
ち
ゃ
な
奏
ち
ゃ
ん
♡
明
る

く
の
び
の
び
育
っ
て
ね
!!

ま
な
ち
ゃ
ん
お
め
で
と
う
‼

み
ん
な
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。

め
い
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で
と

う
！
こ
れ
か
ら
も
ね
え
ね
、
に

い
に
と
仲
良
く
ね
♡

晄
ち
ゃ
ん
お
誕
生
日
オ
メ
デ
ト

ウ
♡
元
気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
の
似
合

う
晄
ち
ゃ
ん
好
き
よ
。

お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
と
い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
元
気
に
育
っ
て
ね
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♪

井上 穂
ほ の か

乃花ちゃん

吉開 仁
に こ

瑚ちゃん

西村 琉
る い

琥ちゃん

安達 璃
り こ

子ちゃん

森田 結
ゆ い

衣ちゃん

上村 文
あ や と

人ちゃん

堤 奈
な な み

々海ちゃん

郡 奏
そうすけ

祐ちゃん

上國料 愛
まな

ちゃん 丸林 芽
め い

生ちゃん

上村 晄
こ う た

大ちゃん

内山 智
と も き

稀ちゃん

Ｈ27年12月9日生（吉田）

Ｈ27年12月18日生（矢部村）

Ｈ27年12月25日生（井延）

Ｈ27年12月10日生（国武）

Ｈ27年12月21日生（吉田）

Ｈ27年12月29日生（忠見）

Ｈ27年12月13日生（納楚）

Ｈ27年12月24日生（黒木町）

Ｈ27年12月31日生（高塚） Ｈ27年12月31日生（馬場）

Ｈ27年12月14日生（忠見）

Ｈ27年12月25日生（室岡）

おたんじょうびおめでとう 満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送で
お申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝秘書広報課秘書広報係（☎23・1110）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所秘書広報課秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

▼
く
ろ
ぎ
ふ
る
さ
と
祭
り
で
、東

関
部
屋
の
お
相
撲
さ
ん
に
子
ど

も
を
抱
っ
こ
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。古
く
か
ら
言
わ
れ
る
よ
う
に

健
や
か
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と

願
う
ば
か
り
で
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼「
教
育
の
日
」イ
ベ
ン
ト
で
の

小
中
学
生
の
発
表
は
ど
れ
も
素

晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
学
び
、

体
験
し
た
こ
と
を
大
勢
の
人
の

前
で
発
表
し
、
そ
れ
ら
を
同
世

代
の
仲
間
で
共
有
す
る
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な

経
験
だ
と
思
い
ま
す
。（
Ｋ・Ｋ
）

▼
ド
ラ
マ
「
地
味
に
ス
ゴ
イ
！

校
閲
ガ
ー
ル
」が
人
気
で
す
が
、

広
報
紙
で
も
最
後
の
確
認
『
校

正
』
が
一
番
つ
ら
く
神
経
を
す

り
減
ら
し
て
い
ま
す
。
毎
回
毎

回
必
死
で
見
て
い
て
も
間
違
い

が･･･

。今
回
ど
う
ぞ
無
事
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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